
「対象月」判定シート 
 
「対象月」の確認をしましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

事業所名  

電話番号  

業種  

□ 事業収入を表にあてはめ対象月を確認します。 減少率が最も落ち込んだ月が「対象月」です。 

区分 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 

平成31年・令和元年の月別売
上⾦額(A) 

円 円 円 円 円 円 

令和３年の月別売上⾦額(B) 円 円 円 円 円 円 

減少額 (C)=(A)－(B) 円 円 円 円 円 円 

減少率 (D)=(C)÷(A)×100 % % % % % % 

 

「対象月」の月別事業売上 円 ×１２＝ (E)                  円 
 

令和元年の年間事業収入(F) 円   
 

(E)の⾦額 円   
 

差引 (G)＝(F)－(E) 円 ※10万円以上→ 6月より前の月であっても、差引10万円以上となればその時点で申請可能です。 
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